
～Vol.17１あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

八月を迎え、日本各地で最高気温が 40℃に近づき、命の危険を感じる猛暑日がしばらく続きそうです。診

療室と待合室は冷房で快適に過ごせるように温度管理をしていますが、仕事中はのどが渇くので、こまめに

水筒のお茶を飲んで熱中症対策をしています。皆様におかれましては、強い日差しの中をご来院頂き、熱中

症になられないか毎日心配しています。酷暑の中、皆様、お元気でお過ごしでしょうか。院長の喜多です。 

ご来院の際に、もし体調がすぐれない場合は、ご遠慮なくスタッフまでお申し出ください。医院での患者様

への熱中症対策として、①簡単に塩分補強ができる「塩分チャージタブレッツ」（カバヤ食品）というお菓子を

受付に設置しました。このお菓子は、スポーツドリンク味、塩レモン味、梅味の３種類の味があり、水と一緒

に食べることで、効果的な水分と塩分の補給が可能になります。厚生労働省は水分と塩分の補給の目安として

0.1～0.2%の食塩水を推奨しているので、水 100mlに対して、このお菓子を 1～2粒食べると、推奨される

水分と塩分をバランス良く補給出来るようです。また、このお菓子には、汗に含まれるミネラルのカリウムも

配合して、大量に汗をかいた時に役立つそうです。 ②熱中症対策の水分補給として、ご来院の際には、水か

お茶をペットボトルや水筒に入れて、ご持参頂くことをお勧め致します。もし、緊急時の水分補給が必要な場

合には、熱中症対策にも適した食塩相当量を含む清涼飲料水（塩味のライチ果汁のジュース）や、スポーツド

リンクを備えました。のどが渇いて気分が悪くなられた時には、ご遠慮なくお申し出ください。特に、高齢者

の方は脱水症状にご注意ください。 ③強い日差しを受けながら高温の外を数分間歩いて、体内の体温が上昇

し、自然と体温が下がらない場合には、熱中症になります。体温が高くなった場合には、首の両側や、わきの

下、足など太い動脈が通っている部位を、保冷剤などで冷やす必要がありますので、保冷剤も準備しました。

ご来院の際には、まずは設置してある自動体温計で体温を測定してご確認ください。 
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